
　第二次世界大戦中の激戦地かつ飢餓
地獄であったニューギニア戦線から生還
し、自らを「神軍平等兵」と称し戦争責
任を追及し続けた奥崎謙三の破天荒な
言動に密着したドキュメンタリー『ゆきゆ
きて、神軍』（1987年）で国内外で高い
評価を受け、いまだ終わらない水俣病の
裁判闘争を続ける人々に20年寄り添い
続けた372分の一大叙事詩『水俣曼荼
羅』（2021年）が最新作となる映画監督・
原一男。そんな原監督が、れいわ新撰組
の選挙戦を追った『れいわ一揆』（2019
年）公開時、元町映画館でトークをされ
た際に言われた「ミニシアターのある街
では〈保守〉より〈革新〉が強い」という言
葉が、強く心に残っている。同様に上映
で訪れた宮城県のフォーラム仙台の支
配人との対話で出た言葉だそうで、ミニ
シアターで映画を観て世界を知り・学ん
でいる人たちは、提示された
ものをそのまま受け取るだけ
でなく「その奥には何がある
のか？」と考える力を自然と
身につけていると話された。
　では、ミニシアターとはいっ
たいどんな映画館を指すの
か。その正確な定義づけは難
しいのだが、「シネコン“では
ない”映画館」といえばイメー
ジしてもらえるだろうか。全国

ミニシアターが街にもたらすもの
元町映画館 支配人 林  未来

で60 0館近くある
映画館のうち、ミニ
シアターは130館あ
まりと存在感は決し
て大きくない。シネ
コンと大きく異なる
のは、そのライン
ナップ（上映作品）
だ。ミニシアターで
は、制作国やジャン
ル、内容において非
常に多様な作品を
上映する。既存の常
識が揺るがされるも

のや、思想や主義主張を謳うもの、政治
的であったりする作品はシネコンでは上
映されにくいが、ミニシアターでは積極
的に上映される。それは、描かれる思想
に共感するとか、政治的主張に同意する
からということでは決してない。自分の考
えや思想とは異なっていても、世の中に
は多様な考えや価値観が存在するとい
うことを何より大切に考え、マイノリティ
の小さな声も提示していくことを使命と
感じているからだ。誤解しないでほしい
のだが、〈保守〉より〈革新〉が良いと言っ
ているわけではない。様々な価値観を提
示し、観る人それぞれに考えてもらう。そ
れがミニシアターのスタイルだ。その結
果が、先に述べた原監督の言葉に繋
がっているのだと思う。
　原監督はまた、「映画作家は作品を通
して観客を育て、また観客は観た作品を

批評することで作家を育てる。その相互
作用により文化は向上していく」とも
話された。ミニシアターが街にもたらす
作用、街に存在する意義を言葉ではっき
りと聞いたのはこの時が初めてで、この
先もしっかりと胸に抱きながら仕事して
いこうと強く思った。ミニシアターの特徴
としてよく言われることに〈スタッフと観
客の距離の近さ〉があり、観た映画で感
じたことをスタッフに話してくださるお客
さまも多い。また、映画館が独自にトー
クなどのイベントを企画しているのもミ
ニシアターの特徴のひとつだ。それらの
コミュニケーションで育まれるものもあ
るのだろう。
　元町映画館は、2010年に元町商店街
に開館して13年目になる。2023年も多
様な価値観の作品を上映予定だ。1月に
は、陸上自衛隊の日本原演習場で牛を
飼い田畑を耕す内藤秀之さん一家を
追った『日本原 牛と人の大地』や、北陸
の保守王国・石川県を舞台に政治家、公
務員、マスメディアの姿から日本社会の
パターナリズム（家父長制）を浮かび上
がらせる『裸のムラ』、また2019年の香
港民主化デモを題材に制作され、本国で
上映禁止や身の安全のため監督らの名
を匿名とした『少年たちの時代革命』『理
大囲城』などの上映を予定している。
　コロナ禍により苦しい運営状況が続
いているが、神戸の街に元町映画館があ
ることの意義をしっかりと見つめ伝えて
いきたい。

デゴイチライトアップに想う

　栄町通まちづくり委員会は、１２月９日（金）10時から10時
30分まで、栄町通を中心に、ゴミ拾いと不法ビラ撤去、自転
車・バイクなどへの不法駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄
町通クリーン大作戦を実施した。参加者は、（㈱イーエスプラン
ニング）尾崎温大、（石倉デザイン）石倉伸吾、（神戸市）西尾俊
広、（こうべまちづくり会館）木原正剛、（神明倉庫㈱）藤尾憲
弘・大西登紀子、（兵庫県信用組合）藤本吉英・野瀬千智・川口
はる菜、（広島銀行）曽我部真介、（三鈴マシナリー㈱）野田常
美、（新光明飾㈱）藤田直之・西村友博・大森貴美子、（佐田野
不動産㈱）佐田野宏之
以上、15名のみなさんで
した。毎月第２金曜日午
前１０時、栄町通６丁目
佐田野不動産前集合の
上、実施しています。お
気軽にご参加ください。

　D51の来歴：1978年7月13日元町三越前広場で、
D51蒸気機関車取り付け工事が完了し、除幕式が行
われた。神戸ライオンズクラブの創立25周年記念行
事の一環として、国鉄及び神戸市に働きかけ、実現し
たものである。この式典並びに祝賀会の主催者は神
戸市と神戸駅周辺開発促進連合会で、神戸市からはD51グリーン広
場（現きらら公園）にD51機関車が景観を添えたことを高く評価され、
西元町の人気を集めて繁栄に寄与するだろうと賞賛された。（神戸LC
レター1978年9月号より抜粋）
　除幕式を終わると三越5階食堂で盛大な祝賀会が執り行われ、宮
崎市長、八田大鉄局長のご挨拶があり、白鶴寄贈の清酒の酒樽を
割って賑やかな宴会になったそうです。1982年8月（日付は神戸LCレ
ターより）何かの都合で現在地（我が国最古の跨線橋「相生橋」跡）に
移設されて40年になります。NPOあいあいネット神戸は、元町の西国
街道としての歴史に魅せられ、西元町に事務所を開設して22年経ち
ました。2017年から始まった「みなと元町タウン協議会」の神戸駅東
地区クリーン作戦に参加させていただいた際、デゴイチが雨ざらしで
錆が浮き、草ボウボウでゴミの不法投棄もある状態を見て涙が出ま
した。旧国鉄職員で鉄道ファンとのつながりが強い飯野氏との奇跡
の出会いをきっかけに「D51を守る会」を作り、代表になっていただき、
早速2ヶ月に1回の整備塗装のボランティア活動を始めました。活動
の都度、デゴイチ広場管轄の神戸市文化スポーツ局文化交流課に報
告相談をさせていただいていたのですが、この度、建設局駅前魅力
創造課のJR神戸駅周辺の再整備が始まり、「観光資源であるD51の
ライトアップ等を行い、D51広場の高質化を図る」と連絡があったとき
には、嬉しさで胸が一杯になりました。
　みなと元町タウン協議会様のご支援で、第１回目のデゴイチまつり
を令和元年１０月に開催させていただき、令和３年１２月には各社様
のご寄付と神戸市の「商業者による賑わい・魅力発信活動支援事業
補助金」で、第２回目を開催できました。
　第３回目予定の昨年は、資金の調達がままならず、頓挫しました。
今年は何とか開催できたらと思っています。
　神戸駅が東海道本線の終点であるという地の利を生かし、今できる
ことを行っていけば、広く全国に知られ、神戸・元町をクローズアップ
する存在になると信じます。デゴイチを守る会のスタッフ一同、これか
らも貴重なSLを保存する活動を続け、地域のアイドルに育てたいと張
り切っています。これからも皆様のご支援をよろしくお願い致します。

■もとまちハーバークリーン作戦
　もとまちハーバー懇談会では、12月７日（水）正午
12時から地域一帯のクリーン作戦を実施した。㈱ベ
ルコから５名、ネッツトヨタ兵庫㈱から20名、奈良山
会長、あいあいネット神戸木村由巳子、エスタシオン・
デ・神戸、そして今回は、いそがみ障害者相談支援
センター、たちばな障害者相談支援センター、アイ・
ワークス神戸三宮、就労移行支援事業所あそライフ、
アルスマイル、ウィズ・ユー神戸、サンヴィレッジ三ノ宮セ
ンター、ディーキャリア三宮オフィス、ピークス神戸、
ベーシックアカデミー、マイワーク、リタリコワークス三
宮、ワークステー
ションパピヨン、
中央区役所、中
央区社会福祉協
議会から84名の
参加がありました。

NPOあいあいネット神戸　代表理事　木村 由巳子

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料） ℡３６１－４５２３

１月１５日（日）～１月１７日（火）「神戸の災害と復興」展
１月１９日（木）～１月２４日（火）ろうきん公募写真展（展示は２０日～）

◇元町映画館（有料） ℡３６６－２６３６

１月  １日（日）～１月  ６日（金）『七人樂隊』
１月  １日（日）～１月１３日（金）「セルゲイ・ボンダルチュク生誕100周年記念特集」
１月  ７日（土）～１月１３日（金）『日本原 牛と人の大地』・『夢半ば』
１月１４日（土）～１月２０日（金）『殺し屋たちの挽歌』・『眩暈　Vertigo』
　　　　　　　　　　　　 『わかりません』(土月水金)・『とどのつまり』(日火木)
１月１４日（土）～１月２７日（金）『あの娘は知らない』・『あなたの微笑み』
１月２１日（土）～１月２７日（金）『少年たちの時代革命』・『ippo』
１月２１日（土）～２月  ３日（金）『裸のムラ』
１月２８日（土）～２月  ３日（金）『理大囲城』・『フタリノセカイ』
　　　　　　　　　　　　  『素晴らしき日々も狼狽える』
１月２８日（土）～２月１７日（金）『チョコレートな人々』
【予定は変更になる場合がございます。】

　観覧ご希望の方は、展覧会名と住所・氏名・年齢・本紙へのひ
と言を添え、本紙編集部までハガキでお申込み下さい。先着順
で２名の方にペア招待券をお送りします。

□読者プレゼント

◎春日大社　若宮国宝展　―祈りの王朝文化―
藤原摂関家をはじめとする平安

貴族が若宮神に奉納した太刀や
弓、飾り物など、当時最高峰の技術
を集めた工芸品（国宝等）を一堂
に集め、壮麗な王朝文化の世界を
感じていただきます。
会場：奈良国立博物館 東・西新館
会期：12月10日（土）～１月22日（日）
☎０５０－５５４２－８６００
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平野義昌

　1920（大正9）年7月西村貫一・マサ夫妻は神
戸港から旅立つ。約束の世界一周旅行。長女春
子と長男雅貫は留守番。貫一はフランスでルイ
15世時代の壁掛けなど稀少な布や美術品、ア
メリカで石油発動機とスチームラジエターを購
入。マサは記念の宝石を希望したが叶えられず。
註1
　欧米ホテル研究も旅の目的。
〈ホテルは夫婦で経営すべきものであるという
ので、各国を夫婦連れで歩いて廻った。その時
のロンドンを記念する意味で今の次男が生ま
れたときに倫敦という名をつけた。〉註2
　21（大正10）年春帰国、12月「倫敦」誕生（戦
争中「雅司［まさもり］」に改名）。
　子の話が出たので、貫一のスパルタと親バカ
ぶりを紹介。春子の英語学習のためアメリカ生
まれの二世を家庭教師にして英語漬け。雅貫が
泣けば近くの川に放り込み、中学時代写真に興
味を示すとカメラ店の全品買い占めて分解・研
究させ、ビリヤードを始めると東京の名人に弟
子入りさせようとした。18～19歳頃には帳場を
任せ、大物客への挨拶と1時間話すことを課し
た。仕事で失敗すれば人前でも額を小突いた。
性教育のため病院で花柳病検査・手術見学、茶
屋遊び推奨、恋愛奨励。大学進学資金で世界
旅行を勧めた。註1
　貫一は多趣味でそれらを極める。よく知られ
るのはゴルフ（他の趣味のことは稿を改める）。
プレイだけではなく、公衆への普及と文献蒐
集・研究にも力を注いだ。
　まず、神戸とゴルフの話から。1901（明治34）
年六甲山上にイギリス人貿易商アーサー・ヘス
ケス・グルーム（1846～1918年）（補註1）がゴル
フコースを造った。03（明治36）年「神戸ゴルフ
倶楽部」創設。冬は山上でプレイできない。愛好
家は年中したい。04（明治37）年ウイリアム・
ジョン・ロビンソン（1852～1931年）が武庫郡
魚崎町横尾（現在神戸市東灘区魚崎町）の借
地に「横尾ゴルフ・アソシエーション」を造る。
13（大正2）年立ち退き。翌年ロビンソンは同郡
鳴尾村（現在西宮市）の競馬場跡地（鈴木商店
所有）を借り「鳴尾ゴルフ・アソシエーション」を
造る。註3
　18～19（大正7～8）年頃から日本人のお金持
ちが参加し始めた。
　西村夫妻は新婚旅行で「スコットランドのゴ
ルフコースに魅せられて」（註4）、帰国後西灘の
自宅に同好者を招き、熱中した（補註2）。すぐに
鳴尾ゴルフ倶楽部と舞子ゴルフ倶楽部に入り、
23（大正12）年神戸ゴルフ倶楽部にも入会。日
本一を目指す決意、生活はゴルフ中心となる。子
どもの登校時間は前日のプレイ疲れで寝てい
るし、下校時間にはゴルフで留守。来客があっ
ても顔を見ず話もせずグリップのひも巻き（註1）。
シングルハンディキャップまで寝室は別（註4）、
という徹底ぶり。　
　女性プレイヤーはまだ僅か、男性上級者は初
心者とプレイしたくない。そのうえ貫一は常日頃
から歯に衣着せぬ物言いで敵も多かった。貫一
はマサ上達のため頭を下げて一緒に回っても
らった。註5
　24（大正13）年始、夫妻は香港・上海にゴル
フ旅行。同年貫一は鳴尾ゴルフ倶楽部主将に推
薦され、委員と共にコースを設計。また、帰国す
るイギリス人愛好家からゴルフ文献を購入、蒐
集と研究を開始する。
　25（大正14）年マサは関西婦人ゴルフ倶楽部

創立委員に就任。同年貫一茨木カンツリー倶楽
部初代チャンピオン、マサは神戸ゴルフ倶楽部
婦人選手権で日本人初優勝し、以後五連覇を
果たす。
　29（昭和4）年3月貫一はスポーツ雑誌「アサ
ヒスポーツ」に「ゴルフ民衆化。公衆ゴルフ場ヲ
作レ」を寄稿（註6）。30（昭和5）年9月『日本のゴ
ルフ史』（文友堂、小山敬三装幀）（補註3）出版、
グルームの功績と神戸ゴルフ倶楽部を中心にま
とめた。植物学者・牧野富太郎（補註4）が序文を
寄せている。　
　この頃ベビーゴルフが流行し、専用施設が
続々開場。パターだけを使用、広い場所はいら
ず、屋外でも室内でも可能、低料金で老若男女
が楽しめる。貫一の唱えるゴルフ民衆化に最適
だった。31（昭和6）年1月『趣味のベビーゴルフ』
（文友社）出版。欧米のベビーゴルフ場やプレイ
の様子を写真（1928～30年、撮影者不明）で
紹介し、その面白さを伝えた。巻頭に「ベビーゴ
ルフの格言　都会の緑地」（ラテン語、英語も）
を掲げる。
　同年貫一は旅館北側の三階建て旧家屋を取
り壊した。5月自ら設計して「栄町ベビーゴルフ
場」を開設。料金は1ラウンド20銭、回数券を買
うと1ラウンド10銭（当時コーヒーが10～15銭
（註7））。神戸新聞が「革命的なベビーゴルフ場」
（註8）と紹介した。6月末同社主催「全神戸ベ
ビーゴルフ大会」（市内7会場全119ホールを巡
回）（写真）。11月第二回大会他、カフェーのウエ
イトレス、芸妓、ダンサー各競技会開催（同社主
催）。華やかな女性を取り込んだ。同紙面は「ベ
ビーゴルフニュース」やゴルフ場広告をたびたび
掲載。
　同年8月下旬、貫一は「神戸新聞」に「六甲を
描く」（小山敬三画、全5回）を寄稿、六甲山上の
風景を紹介する。第1回で「『都会の緑地』栄町
ベビーゴルフ場」（註9）をPR。第4回はゴルフ場
の絵（『日本のゴルフ史』表紙絵と同じ）とグ
ルームの六甲開墾。
〈狐や猿の様な野獣が横行していた山頂に明治
二十八年彼は初めて日本人と契約を結び家を
建て散歩には鋸と鋏を常に手にして自分の土
地、他人の土地に拘らず吾が庭の如く綺麗にし
ました。公道に石塊が飛び出ていると掻き集め
その上に白砂を撒きました。（中略）さて現在の
六甲？／大多数は日本人然（しか）もゴルフを遊
ぶ人も日本人が占めています。（後略）〉註10
　日本人が山頂に来るようになると、彼らは家
に錠前、境界にトゲトゲの針金を設置した。　
　歌人・土屋文明（1890～1990年）が詠んだ
六甲山。
〈六甲の峰はいづくに尽くるらむ行けば行く先
の高き草山〉
〈草山にゴルフを遊ぶ男女富人がともに楽しか
るべし〉
〈無産主義に吾はあらねど草山はゴルフリンク
に遮断されたり〉註11
　30（昭和5）年文明は神戸の友・加納暁（1893
～1930年、「アララギ」選者、貿易商）追悼会に
来神。その際六甲山に登った。散策の道はゴル
フ場に遮られた。世の中は不景気だというのに、
お金持ちは山上で楽しく遊んでいる、と風刺し
た。27（昭和2）年昭和金融恐慌、29（昭和4）年
世界大恐慌の時代である。
　31年9月貫一はクレーンと翻訳・解説した『ゴ
ルフの規則』（文友社）を出版。註7
　同年12月「神戸新聞」に「民衆的上ヶ原ゴル
フ場生る　ゴルフは民衆的スポーツ」を寄稿。

ゴルフはスコットランドでもアメリカでも一般民
衆の娯楽であること、グルームも日本の民衆に
広めようとしたこと、このたびサンフランシスコ
の大会に出場した日本人選手3名は金持ちで
はなくゴルフボーイ（キャディ）出身であること、
一流選手への道は少年期から始めるだがゴル
フは広大な土地、多大な人手と金もかかること、
あらゆる競技は社会一般民衆の理解と後援が
なくては進歩発達しないことなど。しかしなが
ら、6月西宮市に開業した同ゴルフ場では若い
人たちが楽しくプレイしていて、貫一はゴルフ民
衆化を確信していること。さらに公衆ゴルフ場
出現を心待ちにすることなどを述べている。
〈外国では県なり市なり或は個人団体なりが公
衆ゴルフ場を開設して、極僅少な費用でゴルフ
の出来る運動を起しています。〉註12
　同時に技術指導も書き添えているが、私は門
外漢ゆえ省略する。

註1　芦田章「神戸奇人伝」（「歴史と神戸」58号、1973年）
註2　住田正一『海運千一夜物語』明玄書房1954年
註3 　Web鳴尾ゴルフ倶楽部
https://www.naruogc.or.jp/
註4　井上勝純『日本ゴルフ全集7　人物評伝編』三集出版
1991年
註5　西村まさ・雅司「六甲のゴルフや夫貫一のこと」（『神戸
ゴルフ倶楽部史』同倶楽部編・発行1966年）
註6　西村貫一『西村旅館年譜』自費出版1980年
註7　週刊朝日編『値段史年表』朝日新聞社1988年
註8　「神戸新聞」1931年5月28日
註9　同上8月21日
註10　同上8月25日
註11　宮崎修二朗『ひょうご歌ごよみ』兵庫県書籍協同組
合　1988年 
註12　同上12月26日
補註1　グルームは長崎グラバー商会にいた兄を頼り来日。
1868年神戸支店開設。71年独立、日本茶輸出、紅茶輸入。
倶楽部創立時、新聞に広告を出し、内外人を問わずゴルフに
興味ある人の出席を求めた。外国人のスポーツ好きについ
ていずれまた。
補註2　1920年日本人最初のプロゴルファーになった福井
覚治（本名吉太郎）が指導。少年時代に横尾でキャディ。
『年譜』は「当時キャディー・ボーイ福井覺次郎」と記載。
補註3　同書は限定版（20円）、特装版（15円）、普通版（10
円）の3種類刊行。写真と図171点、全560ページ。小山敬三
（1897～1987年）は長野県小諸市出身、洋画家。小諸市立
小山敬三美術館、小山敬三美術振興財団（美術賞授与、修
復技術家支援）に名を残す。パリ留学を前に貫一と知り合
い意気投合。夫妻は先に新婚旅行に出発したが、香港で下
船し、後から来る小山と合流。
補註4　18（大正7）年牧野は兵庫津の資産家・池長孟の支
援を受け、会下山公園に植物研究所を開く。来神時は同家
に滞在したが、長らく研究所及び標本・資料を放置したた
め関係悪化。以後「西村」に宿泊。貫一は牧野の講演会を開
催し、戦後も交流。
（写真）「神戸新聞」1931年5月30日広告。中央の楕円形部
が「栄町ベビーゴルフ場」。

西村旅館（2）

海という名の本屋が消えた（110）

第365号⑶2023年（令和5年）1月1日2023年（令和5年）1月1日第365号⑵ みなと元町タウンニュースみなと元町タウンニュース


